
Topics forTopics for TTOCHIGIOCHIGI 市政トピックス市政トピックス

岩手県大槌町林野火災に
緊急消防応援隊を派遣しました

　４月22日、岩手県大槌町で大規模な林野火災が発生し
ました。これに伴い、栃木市消防本部から緊急消防応援隊
として、4月 24日～ 5月 2日の９日間で延べ32名が現
地に赴き、消火活動や後方支援を実施しました。
　栃木市内でも火災が多発しています。一人ひとりが火の
元に十分注意し、火災を起こさないよう心がけましょう。

栃木駅街かどピアノマラソン 2026

　5月 16日、栃木駅構内において、「街かどピアノマラ
ソン 2026 ～演奏も鑑賞も楽しもうVol.2 ～」を開催し
ました。
　一般公募の演奏者５名と一般社団法人 全日本ピアノ指
導者協会（ピティナ）の演奏者がリレー形式でピアノ演奏
を行い、駅を行き交う人たちも足を止め、演奏を楽しんで
いました。

栃木市を含め全国から延べ1,225名の消防隊員が応援に駆けつけました

7
2026 Vol.195 栃木市マスコットキャラクター

とち介 今月の表紙

栃木市の人口

1日1組貸し切りの家族葬に特化した式場です。

24時間365日受付
※式を行っている場合、ご見学いた
だけないこともございます。電話で
事前の確認をお勧めしております。

1日日1組組組組組組組組組組貸貸貸貸貸し切りの家族葬に特化した式場です。
家族葬専用式場

家族葬ホールつなぐ
栃木大平店

栃木市大平町新984-7

家族葬ホールつなぐ

栃木大平店

　５月16日、渡良瀬遊水地の谷中村史跡保全ゾーン ハート池
において、外来植物除去活動＆植物観察会が行われました。
　当日は73名の方にご参加いただき、希少植物に影響を及ぼ
す外来植物であるセイタカアワダチソウを550kg 抜き取るこ
とができました。
　また、作業終了後には、ハート池周辺の希少植物を学べる「植
物観察会」を実施しました。多くの方にご参加いただきありが
とうございました。

渡良瀬遊水地外来植物除去活動＆植物観察会
03 栃木市長就任のごあいさつ／市政トピックス

04
特集

熱中症を予防しましょう

06

今月の注目情報
　令和 8 年春の叙勲・褒章および危険業務従事者叙勲／　
令和 9 年度 保育園・認定こども園・小規模保育施設入園の
ための施設見学会 ほか

12
Information

12 お知らせ／ 16 募集／ 18 催し／ 19 講座・スポーツ

22 関東どまんなかサミット情報

23 みんなの伝言板

24 子育て広場

26
健康情報

ご存じですか？『口腔がん』 ほか

28 文化芸術・プロスポーツ

30
巻末特集

渡良瀬遊水地の魅力！

32 わが家の天
エンゼル

使 　※住民基本台帳より　4 月末現在   （ ）内は前月比

人口 151,262 人 ( + 92)
男 75,960 人 ( + 59)
女 75,302 人 ( + 33)

世帯数 68,964 世帯 ( + 274)
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栃木市長　琴寄 昌男
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